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像の荒れが目立つ．色の強調も可能であるが，色情
報が飽和しがちである．色分析も可能であり，これ
を元に色バランスの補正も可能であるが，色彩の変
化は新たな病変概念を要求する可能性がある．これ
に対しHSI処理は，色彩の変化は起きにくい．こ
れらは，比較的大きな病変に対して効果があると考
えられる．しかし，将来はこれを元に腫瘍のみの描
出も可能であると考えられる．
　内視鏡的に重要である，微小，早期病変に対して
は，フーリエ変換によるフーリエフィルターが非常
に有効である．これによるHigh　Pass　Filterは，
気管支の既存構造に関係なく，微小な病変のみが描
出される．これによるHigh　Emphasisは，画像情
報の欠落を最小としながら微小病変のみの強調が可
能である．この条件はほぼ一定と考えられ，よって
これは将来肺癌の早期発見に非常に有効であると考
えている。
　他にも電子内視鏡は画像情報を電子信号として扱
うため，他のハード，ソフトとの連結が可能であ
り，今後の肺癌診療において有益な武器となりうる
と考えられる．
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　超音波カラードプラ断層法は循環器領域において
用いられていたが，近年では消化器疾患など広い範
囲で応用されている．ドブラ法の利点は，従来は血
管造影で行われていた血流異常の診断を非侵襲的か
つ容易におこなえる点であり，今後，血管造影に代
わる診断法の一つになり得ると思われる．今回われ
われは，消化器疾患に対する本法の臨床応用とし
て，はじめに肝腫瘍，特に肝細胞癌，肝血管腫に対
する診断能を，次に門脈腫瘍塞栓を有する肝細胞癌
での門脈血行動態について検討した．また脾梗塞症
例にも応用し有用性を検討した．なお検討にはカン
タム社製QADI　angiodynographyを用いた．
　1）肝腫瘍
［対象および方法］　過去1年半に腹部血管造影によ
り診断した肝細胞癌12例，肝血管腫4例を対象と
し，腫瘍内部および辺縁における再現性のある血流
を示すColor　imageの描出率を比較検討した．
［結果］　肝細胞癌の腫瘍内部におけるColor　image
の描出率は33．3％，肝血管腫においては25％であ
った．一方，腫瘍辺縁部における描出率は肝細胞癌
で58．3％，肝血管腫では0％であり、肝細胞癌で
腫瘍内部および辺縁部でのColor　imageの描出率
が高く，鑑別診断の一助になり得ると思われた．
　2）　門脈腫瘍塞栓
［対象および方法］過去1年半に腹部血管造影によ
り診断した門脈腫瘍塞栓を有する肝細胞癌5例を対
象とし，門脈血流の有無についてドブラ法と血管造
影で比較検討した．
［結果］　門脈腫瘍塞栓部位での血流変化はカラード
プラ法と血管造影で5例とも一致した．ドブラ法は
門脈腫瘍塞栓を有する肝細胞癌症例の血行動態の解
析に優れ，肝動脈塞栓：術（TAE）の可否の判定に
有用と思われた．
　3）　脾疾患（脾梗塞症例）
　症例は45歳男性．左背部痛を主訴に本院内科を
受診し，超音波，CT検査で脾梗塞が疑われた．カ
ラードプラ法では脾臓内に血流が描出される部位と
描出されない部位が明瞭に表示され，臨床経過と合
わせ脾梗塞と診断できた．
　　　　　　　　　【結果】
　超音波カラードプラ法を消化器疾患に応用し以下
の結果を得た．
1）肝細胞癌，肝血管腫においてColor　imageに
差を認め，鑑別診断の一助になり得ると思われた．
2）　門脈腫瘍塞栓を有する肝細胞癌例における門脈
血流動態の解析に優れ，TAEの適応判定に有用と
思われた．
3）脾梗塞症例では血流の有無が明瞭に描出され，
診断に有用であった．
3．虚血性心疾患診断における心臓核医学，最近
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